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研究成果の概要 

本年度は昨年度に引き続き、小型抗体の分岐複合体 Dendrobodyを作り出すための各パーツ

についての連結反応を進めた。また、分岐ユニットの免疫原性低下を目指した分子の再設計を領

域内連携として静岡県立大学の中野先生と進めた。また、SpyCatcher/SpyTagの条件依存的な連

結を目指した保護されたアミノ酸を持つ SpyTagの合成を昨年度に引き続き進めた。 

Dendrobodyの作製では分岐構造を one-potで合成できる構成の実現を目指した。各ユニットの

生合成・精製に成功し、one-potでの連結反応が進行できることを確認した。また、バイオレイヤー

干渉法によって標的への結合活性を確認した。現在、生化学的な評価に向けた調製を進めてい

る。 

免疫原性低下を目指した分岐ユニットの再設計では中野先生がインシリコ進化させた配列を生

合成し、外部委託で抗原性を評価した。結果、抗原性の低減が確認できたため、Dendrobodyへ

の組み込みを進めている。 

SpyCatcher/SpyTagの条件依存的な連結を実現するための、アルコキシ化した SpyTagペプチ

ドの構築では、副反応物として異性体の生成が起こった。そこで、異性化反応の同定を進め、イソ

アスパラギン酸の生成がおきていることを決定した。それに基づいて配列を再設計し、副反応が起

こらない改変 SpyTagを作製できた。これらの結果を論文として投稿した。 
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